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エラブミナミチビコメツキ Nanseia erabuensis （Kishii, 
1966） や斑紋が消失したイリオモテチビコメツキ
Prodrasterius collaris asaokai Ôhira, 1994 を思わせる
個体であった．しかし，前胸背板には大小 2 種類
の点刻で被われ，点刻間は滑らかで光沢を放つこ
と（Fig. 3），後角には 1 本の明瞭な隆起線を備える
こと（Fig. 4），そして前胸腹板線先端部に浅い凹溝
がないことから本種と同定した．なお，念のため，
父島産の雄とホロタイプの産地である与那国島の
宇良部岳産の雄個体の交尾器を比較したが，双方
に両者を明確に区別できる形態上の違いは認めら
れなかった．
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【短報】日本産ガムシ科の 1 新種と和名新称
筆者は順次刊行中の日本産昆虫目録の執筆依頼を

受けた際，北方四島産の昆虫は当然日本産種として
リストアップすべし，との指示を受けた．現在如
何なる方針で昆虫目録の編纂が進んでいるかは定か
でない．最近，筆者を共著者の一人として，ガムシ
科ハバビロガムシ亜科ケシガムシ属（Cercyon 属）
の 1 新種が国後島より記載された （Ryndevich et al., 
2019）．原記載論文中では，この 1 新種の分布は「極
東ロシア」と書かれている．この扱いは筆者の立場
としては相容れないものではあるが，政治を科学の
場に持ち込むことを避け，うやむやにした経緯があ
る．本稿にて，この 1 新種を日本産種として既に「記
載済み」であることを報告するとともに，和名を新
しく与えることとしたい．

和名新称：クナシリケシガムシ
 Cercyon （Cercyon） sundukovi Ryndevich et al., 2019

分布：北海道（国後島）．
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